町　営　住　宅　等　入　居　心　得
１　町営住宅に入居された方々に
　（１）一つの団地内で共同生活を営むわけですから、保安上有害、危険なものを持ち込んだり、動物を飼育することによって他人に不安の念を与えたり、あるいは噂をたてたりなどして、近隣者に迷惑をかけないようにお互いに十分注意してください。
　（２）町営住宅では犬、猫などのペットの飼育をすることはできません。
　（３）町営住宅は公共のものですから常に善良な注意を払い大切にしてください。
　　　イ　団地内や周辺の除草及び排水溝は時々さらえて水の流水をよくしましょう。また、溝に土や石等が入っていて汚水がたまると不衛生ばかりでなく、ハエ、カ等の発生源になりますので、ぜひ実行してください。
　　　ロ　建物と建物との間隔は規定に基づいてあけてありますので、自分勝手にいろいろな物を増設することはできません。日照り、通風、防火の面からも住宅団地の美観上からもできません。
　（４）地域の中でお互いが共同生活を営むわけですから、自治会には加入してください。
２　家賃について
　（１）家賃は毎月末日までに、その月分を納入していただきます。なお、納付にあたっては、口座振替をご利用ください。
　（２）コーポラスことうらについては駐車場料金が別途かかります。
　（３）家賃を３ヶ月以上滞納しますと明渡し請求の条件となります。
　（４）家賃を滞納すると連帯保証人にも迷惑が及びますので、滞納しないように注意してください。
３　敷金について
　（１）敷金には利息はつけません。
　（２）敷金の運用で得た利益金は皆様の住宅施設の管理等の費用に使用されます。
４　家賃計算について
　（１）町営住宅の家賃は毎年計算し直されます。
　（２）毎年「収入申告」をしていただき、これに基づいて、次年度の家賃が計算されます。この｢収入申告｣をされない方は、所得が少なくても近傍同種（民間並）の高い家賃となります。
　（３）特定公共賃貸住宅、コーポラスことうらは固定家賃ですので毎年の家賃の計算し直しは行いません。
５　連帯保証人について
　（１）連帯保証人について、次のような事情が生じたときは、直ちに新しい連帯保証人を立て、連帯保証人の変更承認申請書を町長に提出しなければなりません。但し、入居者に滞納がある場合には変更には応じられませんのでお気をつけください。
　　　イ　住所が不明となったとき、または住所を町外に移転したとき。
　　　ロ　失業、その他保証能力が著しく減少するか、または喪失する事情が発生したとき。
　　　ハ　死亡したとき。
　　　ニ　連帯保証人の住所氏名を変更したとき。
　　　ホ　成年被後見人、被保佐人、被補助人となったとき、または破産の宣告を受けたとき。
６　入居者の費用負担について
　　　　　　日常的な修繕、維持管理については入居者負担と町の負担で行なうものがあります。ただし、入居者の故意または過失が原因となっている場合は入居者の負担となります。
７　明け渡しについて
　（１）不正の行為により入居したとき。
　（２）家賃を3ヶ月以上滞納したとき。
　（３）町営住宅または共同施設を故意に壊したとき。
　（４）正当な理由によらないで、引き続き１５日以上町営住宅を使用しないとき。
　（５）入居者が町営住宅を他のものに貸す、または承諾を得ないで親族を同居させたとき。
　（６）入居者が町営住宅の入居の権利を他のものに譲渡する、または住宅以外の用途に利用したとき。
　（７）入居者が町長の承諾を受けないで町営住宅の模様替えまたは増築をしたとき。
（８）その他、入居決定後に犬・猫等のペットを飼養したり、他の入居者に迷惑となる行為をしたとき。
（９）暴力団員の住居として使用させる行為。（自らが暴力団員となって使用する行為を含む）
８　申請書、届出書の提出について
　（１）町営住宅を模様替えしたり、あるいは増築したりするような場合は、申請書を提出し、必ず町長の許可を受けてください。
　（２）町営住宅に同居させることのできる者は、入居者と親族関係にある者に限りますが、この場合も町長の承認を受けてください。
　（３）本人または同居する親族に出生、死亡、婚姻、氏名変更、勤務先変更等の異動があったときは、ただちに届けてください。
９　明け渡しについて（退居時）
　（１）町営住宅を明け渡そうとするときは、その７日前までに町に届け出て、住宅の検査を受けてください。
　（２）畳表の裏返し及び襖、障子の張替え、便所の汲み取り、清掃は原則入居者負担です。
　（３）増築物等の施設がある方は、検査の時までに自費で撤去してください。
10　その他
　　入居上のいろいろなことについては、遠慮なく住宅係にご相談ください。
